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要 施策の目的 情報通信技術により、便利で質の高い市民サービスの提供、効率的な行政運営、産業の活性化を図るスマート市役所を実現すること。

施策の方向 産官学による情報化の推進

　令和５年度は、新たに8件のデータを公開したが、各課で保有している公開可能な情報の把握や、各課に業務負担を書けないで公開をすることが難しく、オープンデ
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